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　このたび，栄えある業績賞を受賞し，大変光栄に思

います．本研究プロジェクトを進めるにあたり，標準化・

実証実験・製品化のプロセスの中で，社内外の多くの

方に議論に参加，協力いただきました．あらためて感

謝申し上げます．

　IoT はさまざまなところで利用されるようになり，

2020 年に 500 億個といわれる膨大な数の IoT デバ

イスがネットワークに接続されると予想されています．

IoT は我々の身近なスマートホーム，自動車や交通な

どの社会インフラ，工場等の産業分野へと広がりつ

つあります．しかし，IoT デバイスの通信インタフェース

は複数の有線・無線方式がある上，データ構造もさまざ

まであり，IoT システムへの接続は容易ではありません．

IoT システムでは HTTP 等のWeb インタフェースを利用

しますが，一方の IoT デバイスでは RS-485 のようなシ

リアルインタフェースがまだ使われています．これらのイ

ンタフェースの間の大きなギャップを埋めるのが，今回受

賞対象となった IoT 基盤技術です．

　デバイスを接続するIoT エリアネットワークの課題は，

実際にやってみないと分からないところが多く，実証環

境を構築しながら進めました．特に IoT デバイスのイン

タフェースでは業界の標準規格がありながらも，メーカ

が独自に定義する機能があり，同じ仕組みではつなが

りません．IoT システムの構築においては，企業間の連

携が欠かせませんが，一方で競争している部分もあり，

さまざまなところに独自拡張があるのは当然といえます．

この状況の中で，いかにデバイスを簡単に接続するか

が課題です．実証環境構築については，総務省の国家

プロジェクトを利用して実施し，国内企業と連携しまし

た．共通部分については国際標準化を行い，アーキテ

クチャについて ITU-T 標準（Y.2070）となっており，現

在インタフェース標準化をW3C（Web of Things WG）に

て実施しています．また，実用化においては標準規格

の中に，我々

の独自拡張と

してデバイス接

続を容易にす

るアダプタ技術

を入れていま

す．この技 術

は 2012 年 に

最初の製品化

を行い，これまでにビルなど向けのエネルギーマネジメ

ント，蓄電池やビル設備のファシリティ管理，浄水場の

プラント監視に適用しました．

　これらの成果は製品が標準準拠していることに負

うことが多く，初期段階の企業連携が大きくプラスに

働いたといえます．これからも，本受賞を励みに，本

分野の発展に寄与できれば望外の幸せです．最後に，

日頃よりご支援いただく，北陸先端科学技術大学院

大学丹康雄教授，総務省，国家プロジェクト・標準化

の関係者各位に深謝いたします．
（2017 年 5 月 18 日受付）
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